教材番号　　憲法№3
対象　　　　中・高

～悪い政治家は許せない！～
　　　　　

１　事例

Ａさんは、市議会議員Ｂさんが、Ｘ市に新しく建設される図書館の建設工事に関して、Ｙ建設会社が工事を担当することができるように取りはからって、お金をもらったとの噂があることについて、市民としては黙っておけないと考えていました。
　　そこで、Ａさんは、独自にＹ建設会社の社員やＢさんの知人など関係者から事情を聞くなどして調査をしたところ、ＢさんがＹ建設会社の社長と一緒にゴルフに行ったこと、Ｙ建設会社の社長と一緒に高級料亭に食事に行った際にお金を渡されたことなどを聞きました。

　　そこで、Ａさんは、ネット上で公開されている自分のブログに、このような調査で得た情報を書き込んで、Ｂさんは収賄罪を犯した犯罪者であると批判しました。

　　すると、この書き込みを見たＢさんが大激怒し、削除しないと即座にＡさんを訴えると言い出しました。
　　Ａさんはこの書き込みを削除する必要があるでしょうか。

　　Ａさんがブログに書き込んだ情報が、真実だった場合と、誤りであった場合とに分けて考えてみよう。

２　テーマ・ポイント
　　名誉毀損と表現の自由が対立する場面について、それぞれの立場から議論をし、問題点を理解させ、憲法における基本的人権（13条、21条等）の意義について学習する。
３　授業の進め方（一例）
　　Ａさんがブログに書き込んだ情報が真実だった場合、誤りだった場合に分けて、ＡさんとＢさんのそれぞれの立場から意見を言ってもらい、議論を深め、表現の自由、名誉権、名誉毀損における真実性の証明について、憲法の条文や判例を示しながら説明をする。
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